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 昨年赴任した時より地域の方々に「竹

田っ子サポートスタッフ」として、子ども

たちと関わって頂けないかと呼び掛けて

きました。昨年度はコロナ前にお世話に

なっていた「読み聞かせ」や「クラブ活動

講師」などを含め 20 名の方に登録頂き、

その都度支援いただいてきました。 

 今年度は学校運営協議会でも積極的に

発信を頂き、新たに「校外学習支援」「水

泳指導支援」「草刈り等の支援」など新たな

サポーターの方々に登録頂き、子どもたち

の学習支援や環境整備に関わって頂いてい

ます。 

 また、学校支援コーディネーターの方の

勤務校の学生に呼び掛けていただき、「学生

ボランティア」として、現在 2 名の方と関

わりを持たせていただいてい

ます。 

 水泳指導支援の方は、「サポ

ートスタッフのチラシを見ま

した。水泳が得意です。私で何

か役に立つことがあれば、空い

つながりの中で関わる方が増えていく サポートスタッフの取組 



ている時間に学校に来ていいです

か」とお電話いただいたのが始まり

でした。学生ボランティアの方は、

「情報」や「経営」が専門で、「将

来、教師を目指しているわけではな

いのですが、先生方が子どもたちに

丁寧に関わっておられるのがすご

く勉強になりました」「小学校時代

を思い出し、楽しかったです」との

感想を頂き、3 学期には専門である

情報についての授業を子どもたち

とやってみたいと意欲的に関わっ

て頂いています。 

 サポーターやボランティアの

方々と接していると、多くの方が多

方面で人とつながりがあり、また自

身のやりたいことや夢をお持ちな

のを感じます。そうした方々から私

たち教職員や子どもたちが接する

中で元気をもらっていると実感し

ます。また、サポートスタッフの方々が新たな方を学校へ、子ど

もたちへと導いてくださっており、この良い循環を今後も広め

ていきたいと考えています。 


